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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時計のムーブメントのための時計調整システム（１００）であって、枠（２）に対して
移動可動な可動要素（１）を含み、前記システムは
　　　前記可動要素を固定する装置（４）を有し、該固定装置は前記可動要素を固定する
状態と前記可動要素を解放する状態とをとることができ、および
　　　プロセッサ（５）を有し、該プロセッサは固定状態と解放状態とを連続的に指示し
、
　前記固定装置は前記可動要素に形成される第一接合部（７）および前記システムの枠に
固定される第二接合部（８）を含み、
　前記第二接合部は、第一端（４３）で固定される板ばね（４２）と、前記板ばねの第二
端（４５）の周辺に配置される接触部材（４４）とを含む、
ことを特徴とする、時計調整システム。
【請求項２】
　前記システムはアクチュエータ（６）を含み、該アクチュエータは固定装置の状態を制
御するものであり、該アクチュエータは前記プロセッサによって制御される
ことを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記第一および第二接合部は互いの動きを妨げるよう協働して作用するよう構成される
ことを特徴とする、請求項１または２に記載のシステム。
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【請求項４】
　前記固定装置は、前記可動要素の変形可能な部分を含む
ことを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記プロセッサは前記可動要素または前記枠に載置される
ことを特徴とする、請求項１から４のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記可動要素と前記枠は、前記可動要素の運動エネルギーを電気エネルギーに変換する
ための電磁要素を含む
ことを特徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項７】
　前記可動要素はてんぷ（１）またはガンギ車固定具であり、またはガンギ車または仕上
げ歯車列または香箱の可動子である
ことを特徴とする、請求項１から６のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一項に記載のシステム（１００）と、脱進機（２０）とを含
む、時計機構（２００）。
【請求項９】
　請求項８に係る機構を含む、時計ムーブメント（３００）。
【請求項１０】
　前記ムーブメントは、秒カウンタ可動子を含むカウンタギヤ列を含み、該カウンタギヤ
列は、ガンギ車が１ステップ移動するとき、秒カウンタ可動子が０．５秒間、または１秒
間、または５秒間、または１０秒間、または３０秒間に対応するムーブメントを実行する
よう形成される
ことを特徴とする、請求項９に記載のムーブメント。
【請求項１１】
　前記ムーブメントは、分カウンタ可動子を含むカウンタギヤ列を含み、該カウンタギヤ
列は、ガンギ車が１ステップ移動するとき、分カウンタ可動子が１０秒間、または２０秒
間、または３０秒間、または１分間に対応するムーブメントを実行するよう形成される
ことを特徴とする、請求項９または１０に記載のムーブメント。
【請求項１２】
　請求項９から１１のいずれか一項に記載のムーブメントを含む、時計（４００）。
【請求項１３】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の調整システムを作動させる方法であって、
　前記可動要素を解放するステップと、
　前記可動要素を前記枠に対して固定するステップと、
　前記可動要素を解放する動作を、第一継続時間（タイム２）の一定の時間間隔で行うス
テップと
を繰り返すことを特徴とする、作動方法。
【請求項１４】
　前記可動要素を解放する際に、時間計が初期化（５２０）されたのちに開始され（５３
０）、前記第一継続時間（タイム２）の終了時に、前記可動要素が再度解放される（５１
０）
ことを特徴とする、請求項１３に記載の作動方法。
【請求項１５】
　前記第一継続時間（タイム２）が、０．５秒以上、または１秒以上、または５秒以上、
または１０秒以上、または３０秒以上、または１分以上、または１秒以上１分以下、また
は１分以上６０分以下、または１時間以上２４時間以下、または１日以上３６５日以下、
または１年以上１世紀以下である
ことを特徴とする、請求項１３または１４に記載の作動方法。
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【請求項１６】
　前記固定装置が前記可動要素を固定している状態の時間（タイム２とタイム１との差分
）と前記可動要素を解放している状態の時間（タイム１）との比は、１０以上、または１
８０以上、または２００以上、または５００以上である
ことを特徴とする、前記請求項１３から１５のいずれか一項に記載の作動方法。
【請求項１７】
　前記可動要素を固定している状態の装置の構成は休止構成であり、前記可動要素を解放
している状態の装置の構成は稼働構成またはエネルギー消費構成である
ことを特徴とする、請求項１３から１６のいずれか一項に記載の作動方法。
【請求項１８】
　前記可動要素は、該可動要素が振動する毎に、または該可動要素が一往復振動する毎に
、前記可動要素を固定する
ことを特徴とする、請求項１３から１７のいずれか一項に記載の作動方法。
【請求項１９】
　請求項１３から１８のいずれか一項に記載の作動方法を作動させるための手段を有する
、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、時計調整システムおよび時計の調整方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　長年、時計機構の最大駆動時間に関する解決方法は複雑化してきている。
【０００３】
　２世紀以上もの間、懐中時計や腕時計は７２時間という平均最大駆動時間に満足してき
た。この最大駆動時間は「作動余裕量」と呼ばれ、ほぼ３日間の作動余裕量が標準となっ
ている。
【０００４】
　機械式時計において、時計機構の最大駆動時間を増やすためにエネルギーを貯蓄する方
法は二つある。
【０００５】
　一つ目の方法は、香箱、すなわち機械的エネルギー容器、の数を増やすことである。香
箱は、スチール製の板ばねがらせん状に巻かれたドラムからなり、この板ばねがドラムの
中心に巻かれた後、ほどけることによりエネルギーを解放し、この動力を歯車列に伝える
ことにより、機械式時計を駆動継続時間、つまり最大駆動時間、稼働することを可能とす
る。
【０００６】
　二つ目の方法は、香箱のドラムの大きさ、より詳細には、この容器の容積が蓄積エネル
ギーに正比例するならば、スチール製の板ばねが巻かれる部材の大きさを拡大することで
ある。
【０００７】
　本明細書において、「作動余裕量」とは「完全最大駆動時間」と同じ意味であり、言い
換えれば、時計を完全に巻き上げてから時計が停止するまでに経過する時間のことである
。
【０００８】
　従来は、正確な時計性能を得るためには、てんぷの往復回転振動数を高くすること、例
えば１時間つきに２１６００半回転または１時間につき２８８００半回転させることが不
可欠であると考えられていた。時計の製造において最も広く使用される振動数は、１時間
につき２１６００半回転、および１時間につき２８８００半回転である。スイス製の機械
時計ムーブメントの９０％以上は、これら二つの振動数を採用する。さらに、１時間につ



(4) JP 6734038 B2 2020.8.5

10

20

30

40

50

き３６０００振動する振動子を採用する時計もある。
【０００９】
　しかしながら、上述の振動数では、可動部品の駆動速度が速く、このような構造を採用
する時計機構は開発、組立、製造および使用の各視点から、著しく脆弱である。明らかな
ことであるが、搭載される可動部品が多ければ多いほど、それらの部品の消耗も早い。
【００１０】
　近年の機械式時計製造にあたっては、時計の正確さと各部品の寿命と一般的な最大駆動
時間とのバランスを取りつつも、時計の品質を確保し、該時計機構が少なくとも１０年間
は動作し続けるということを保証しなければならない。
【００１１】
　しかしながら、上述したような、高いてんぷの往復回転振動数を採用することにより精
度を高める傾向とは異なり、本発明は、時計の精度を高めつつ、最大駆動時間を増やしな
がらも、同時にてんぷの振動数を大幅に減らすことを可能とする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、一つの時計機構に二つの技術を組み合わせて採用することを特徴とし、より
詳細には、精度を確保するためにクォーツ技術を使用しつつ、エネルギーを貯蓄するため
に機械式時計技術を採用することを特徴とし、それにより時計の電池を交換する必要のな
い、機械式時計の外観を有する時計を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明において、時計のムーブメントのための時計調整システムは、枠に対して移動可
動な要素を含む。このシステムは、
　　　可動要素を固定する装置を有し、該固定装置は可動要素を固定する状態と可動要素
を解放する状態とをとることができ、
　　　プロセッサ、特にクォーツまたは共振電気回路または共振電子回路などの補助振動
子を含むプロセッサを有し、該プロセッサは固定状態と解放状態とを連続的に指示する。
【００１４】
　上記発明において、固定装置は、固定する状態になったと同時に可動要素を固定するわ
けではない。好ましくは固定装置は、可動要素を固定する状態になり、可動要素がある特
定の位置に達したときに、可動要素を固定する。
【００１５】
　前記システムはアクチュエータ、特に電磁または圧電または磁歪アクチュエータを含む
ことができ、該アクチュエータは固定装置の状態を制御するものであり、該アクチュエー
タは前記プロセッサによって制御される。
【００１６】
　前記固定装置は前記可動要素に形成される第一接合部および前記システムの枠に固定さ
れる第二接合部を含むことができ、前記第一および第二接合部は互いの動きを妨げるよう
協働して作用するよう構成される。
【００１７】
　前記固定装置は、前記可動要素の変形可能な部分を含むことができ、特に電場または磁
場により変形可能な部分を含むことができる。
【００１８】
　前記プロセッサは前記可動要素または前記枠に載置されることができる。
【００１９】
　前記可動要素と前記枠は、前記可動要素の運動エネルギーを電気エネルギーに変換する
ための電磁要素を含むことができる。
【００２０】
　前記可動要素はてんぷまたはガンギ車固定具であってよく、特にパレット、またはガン
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ギ車または仕上げ歯車列または香箱の可動子であってよい。
【００２１】
　本発明に係る時計機構は、上記のいずれかに記載したシステムと、脱進機とを含むこと
ができる。
【００２２】
　本発明に係る時計ムーブメントは、上記のいずれかに記載した機構を含むことができる
。
【００２３】
　前記ムーブメントは、秒カウンタ可動子を含むカウンタギヤ列を含むことができ、該カ
ウンタギヤ列は、ガンギ車が１ステップ移動するとき、秒カウンタ可動子が０．５秒間、
または１秒間、または５秒間、または１０秒間、または３０秒間に対応するムーブメント
を実行するよう形成される。
【００２４】
　前記ムーブメントは、分カウンタ可動子を含むカウンタギヤ列を含むことができ、該カ
ウンタギヤ列は、ガンギ車が１ステップ移動するとき、分カウンタ可動子が１０秒間、ま
たは２０秒間、または３０秒間、または１分間に対応するムーブメントを実行するよう形
成される。
【００２５】
　本発明に係る時計は、上記のいずれかに記載のムーブメントを含むことができる。
【００２６】
　上記のいずれかに記載の調整システムを作動させる方法は、以下のステップを繰り返す
ことができる：
　前記可動要素を解放するステップと、
　前記可動要素を前記枠に対して固定し、特に前記可動要素を規定の位置に固定するステ
ップと、
　前記可動要素を解放する動作を、第一継続時間の一定の時間間隔で行うステップ。
【００２７】
　前記可動要素を解放した際に、時間計を初期化し、再度始動させることができる。第一
継続時間の終了時に、前記可動要素を再度解放する。
【００２８】
　前記第一継続時間は０．５秒以上、または１秒以上、または５秒以上、または１０秒以
上、または３０秒以上、または１分以上、または１秒以上１分以下、または１分以上６０
分以下、または１時間以上２４時間以下、または１日以上３６５日以下、または１年以上
１世紀以下であってよい。
【００２９】
　前記固定装置が可動要素を固定している状態の時間と前記可動要素を解放している状態
の時間との比は１０以上、または１８０以上、または２００以上、または５００以上であ
ってよい。
【００３０】
　前記可動要素を固定している状態の装置の構成は休止構成であってよく、前記可動要素
を解放している状態の装置の構成は稼働構成またはエネルギー消費構成であってよい。
【００３１】
　前記可動要素は、該可動要素が一振動する毎に、または該可動要素が一往復振動する毎
に、可動要素を固定することができる。
　添付の図面に、本発明の主たる実施の形態を示す。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】図１に、本発明に係る時計の第１実施態様を図示する。
【図２】図２に、本発明に係る時計調整システムを作動する方法の第１実施態様を図示す
る。
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【発明を実施するための形態】
【００３３】
　本発明の一実施例に係る時計４００を図１に示す。時計４００は、特に機械的なムーブ
メントである、ムーブメント３００を有する。機械的ムーブメントは、好ましくは香箱な
どの機械的エネルギー源と、ひげぜんまいとてんぷ振動子などの機械的振動子を含む。
【００３４】
　該ムーブメントは、秒カウンタ可動子を含むカウンタギヤ列を含み、該カウンタギヤ列
は、ガンギ車が１ステップ移動する間に、秒カウンタ可動子が０．５秒、または１秒、ま
たは５秒、または１０秒、または３０秒間に対応するムーブメントを実行するよう形成さ
れる。
【００３５】
　該ムーブメントはさらに、分カウンタ可動子を含むカウンタギヤ列を含み、該カウンタ
ギヤ列は、ガンギ車が１ステップ移動する間に、分カウンタ可動子が１０秒、または２０
秒、または３０秒、または１分間に対応するムーブメントを実行するよう形成される。
【００３６】
　該ムーブメントは、時計調整システム１００および時計脱進機２０を含む時計機構２０
０を有する。
【００３７】
　時計ムーブメントのための時計調整システム１００は、枠２に対して可動なてんぷ１を
含み、該システムは以下の要素を含む：
　－可動要素を固定する装置４であって、該固定装置は可動要素を固定する状態および可
動要素を解放する状態とをとることができ、および
　－プロセッサ５、特にクォーツまたは共振電気回路または共振電子回路などの補助振動
子５１を含むプロセッサであって、固定する状態と解放する状態とを連続的に指示するこ
とができるプロセッサ。
【００３８】
　該システムは、特に電磁または圧電または磁歪アクチュエータである、アクチュエータ
６を含む。該アクチュエータは固定装置の状態を制御するためのものである。アクチュエ
ータはプロセッサによって制御される。実際、たとえばアクチュエータは、固定装置をて
んぷに対して径方向に移動させることができる。
【００３９】
　該固定装置は、可動要素上の第一接合部７、およびシステムの枠に固着される第二接合
部８を有する。第一および第二接合部は、協働して互いの動きを妨げるよう構成される。
【００４０】
　該第二接合部８は、その第一端４３に固定される板ばね４２を有する板４１を含むこと
ができる。該板４１は、板ばね４２の第二端４５の周辺に配置されたピン４４を有し、板
ばねに負荷がかかっていない時、板ばねは該ピンと接触する。板ばねの第二端４５はてん
ぷ上の第一接合部７と協同し、後者を固定する。アクチュエータ６は第二接合部の板ばね
４２のみを動かすよう構成されることができる。それにより、板は枠２に対して相対的に
固定維持される。
【００４１】
　プロセッサ５は、たとえば可動要素または枠に取り付けることができる。
【００４２】
　てんぷと枠は、可動要素の運動エネルギーを電気エネルギーに変換するための電磁要素
を含むことができる。
【００４３】
　上述の実施例において、可動要素１はてんぷである。しかしながら、可動要素は他の種
類の部品であってもかまわない。可動要素は、パレットなどのガンギ車固定具であっても
よいし、またはガンギ車、仕上げ歯車列の車、または香箱であってもよい。
【００４４】
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　上述の実施例にあって、第二接合部はアクチュエータ６によって動作される。固定装置
は、別の例においては、可動要素の変形可能な部品、特に電場または磁場によって変形す
る部品を含んでもよい。
【００４５】
　本発明の主たる特徴は、てんぷの一振動から次の振動までたとえば１分の時間間隔があ
るように構成し、振動数を減らすことにある。もちろん、通常の寸法を有する時計内で、
一振り、つまり半回転、に３０秒かかり、復路に同じく半回転である３０秒かかる、てん
ぷと脱進機を構成することは不可能である。そのようなてんぷの寸法は大きすぎてしまう
。本発明の目的を達成するためには、てんぷのムーブメントを一定時間止めることを可能
とする手段に頼らねばならない。
【００４６】
　そのために、秒停止装置を使用することができる。時計の製造技術において、てんぷを
停止するという概念は既にあり、「秒停止」機能として知られている。この装置は、時間
をセットする際に、針、特に秒針のムーブメントを停止する必要がある場合に使用される
。この秒停止装置はてんぷに対して、てんぷを固定するよう作用する。これにより、秒停
止機能を使用する際に、例えば秒針を文字板の特定の位置に移動し、時計のボタンを押す
ことによりてんぷを停止したり再開したりすることができる。
【００４７】
　本発明は、上述した秒停止装置のような装置を自動的に作動させたり自動的に停止させ
たりする手段を採用する。例えば、振動子の外部の、例えば板などに位置される機械的手
段により、てんぷを機械的に停止させることができる。時計機構内のプロセッサ、特にク
ォーツ振動子を採用するプロセッサは、時間を正確に計時し、電子回路が二つの指示の間
に時間を制御して振動子を停止させたり開始させたりする。
【００４８】
　この構成によると、１回目の「針の刻み」と次の「針の刻み」の間に、例えば正確に６
０秒の待ち時間があるかのようになる。６０秒は、分を表示するために分針が１ステップ
進むのに必要な時間に相当する。
【００４９】
　脱進機システムにおいて、パレットも同じく振子のような往復運動を行う。その期間は
振動子の期間と同じである。この脱進機において、ガンギ車（パレット車とも呼ばれる）
は一般的に１５から２１の歯数を有しており、断続的に引っ張られるような動きにより回
転し、その引っ張りの数は振動子の半回転の数に対応しており、ガンギ車が歯車列によっ
て時、分および秒表示に直接的に接続されているため、振動子の各半回転に対応して引っ
張られる動きは秒針の先端にはっきりと見てとれる。
【００５０】
　そのため、秒針は「拍を刻んでいる」ということができる。一般的に、秒表示は、振動
子の半回転の数と同じだけ拍を刻む。５Ｈｚの振動子を採用する同じ例においては、一秒
につき１０の半回転が存在するため、秒針の先端は各秒の間に１０拍を刻む速さで拍を刻
む。
【００５１】
　ガンギ車におけるムーブメントは、ステップごと、つまり歯ごとに拍を刻み、一方向に
増分する動きである。より簡単に表現すると、時計は秒を表示し、つまり一秒ごとに拍を
刻む。時計において、秒針は、振動子の振動数によって、１分に何拍を刻むのかのリズム
が決まる。
【００５２】
　上述の通りの構成では、以下の振動数が通常採用される：
　－２．５Ｈｚ振動子は、秒針において１秒につき５拍を刻み、つまり１時間につき１８
０００半回転する。
　－３Ｈｚ振動子は、秒針において１秒につき６拍を刻み、つまり１時間につき２１６０
０半回転する。
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　－３．５Ｈｚ振動子は、秒針において１秒につき７拍を刻み、つまり１時間につき２５
２００半回転する。
　－４Ｈｚ振動子は、秒針において１秒につき８拍を刻み、つまり１時間につき２８８０
０半回転する。
　－５Ｈｚ振動子は、秒針において１秒につき１０拍を刻み、つまり１時間につき３６０
００半回転する。
【００５３】
　さらに高い振動数である７～１０Ｈｚを使用する試みも行われたが、それは製品に応用
するためというよりは、研究の目的のためである。
【００５４】
　機構の作用
　本調整システムを実行するために、「スイスパレット」型の脱進機を使用することがで
きる。この型の脱進機においては、脱進機の可動子、例えばガンギ車、は１振動につき１
歯分進み、言い換えれば、例えば一分間に一回の振動につき、脱進機の可動子は１ステッ
プ、つまり１歯の角度分、進む。
【００５５】
　この脱進機可動子に装着され接合されたギヤは、ガンギ車の１歯が脱進機可動子によっ
て制御される別の可動子の一分間の表示に相当するよう、この角度運動を該別の可動子に
伝達する。
【００５６】
　時計の機械的エネルギー源である香箱または複数の香箱セットは、従来の方法により、
手動でまたは自動的に巻かれる。
【００５７】
　従来の時計において、多くの場合、香箱は中心車に直接噛み合う。本発明においては、
香箱は分針を動かす車と直接噛み合う。いわゆる分歯車列は、分車と同心的にまたは分車
に対応して配置される、全体的に従来と同様な時歯車列を駆動することができる。本発明
に関する調整システムを採用する時計は、全体的に従来と変わらない見た目を有すること
ができる。その時刻は、機械式時計の時刻を合わせる従来のシステムを使用して合わせる
ことが出来る。
【００５８】
　一方で、従来の時計ムーブメントに比べて、本発明にかかる時計ムーブメントにおいて
は、仕上げ歯車列またはカウンタギヤ列と呼ばれる部分の全てまたは一部は省かれる。こ
れらは、香箱ドラムによって直接駆動され、それにより脱進機を駆動する中心車を減らし
たり置き換えるために、省かれる。
【００５９】
　上述した脱進機可動子のガンギ車は脱進機のパレットを駆動し、該パレットはムーブメ
ントを全体的に従来と同じ方法で、例えばインパルスピンを介して、てんぷの下に配置さ
れその交互の動きを可能とするエネルギーを受け取ることを可能とするダブルプレートを
通じて、てんぷに伝達する。
【００６０】
　振動子自身は、好ましくはインデックスアセンブリを有さない簡易なひげぜんまいを備
え、言い換えると、有効長さを調整する必要のないひげぜんまいを備える。
【００６１】
　このシステムが、例えば１時間につき１２０半回転、つまり０．０１６６６Ｈｚなどの
非常に低い振動数で機能するためには、調整システムは例えばてんぷを、てんぷの角速度
が低いまたはゼロであるてんぷの半回転の終わりにむけて、またはてんぷが再度動き始め
る次の半回転の最初の頃に、停止させる装置を含む。この装置は、例えばてんぷを停止さ
せるシステムを含む。この装置は、秒停止装置として動作することができる。プロセッサ
は、振動を実行するためにてんぷを再度解放する時を判定するために、クォーツ等の補助
振動子を介して必要な時間を計時する。この振動の後、てんぷは再び停止される。
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【００６２】
　このため、本発明の一実施例にかかる調整システムを作動させる方法において、
　－半回転の終わりに向けて停止されていたてんぷは解放され（ステップ５１０）、ひげ
ぜんまいに蓄えられた力によって次の半回転にむけて自ら動き出し；
　－該てんぷはその半回転の終わりに近づいたきに固定され；
　－該プロセッサ５は時間を計時し、一定時間の終わりに、アクチュエータ６を介して接
合部７、８を有する固定装置に対しててんぷを解放する指示を出し；
　－これらのステップは繰り返される。
【００６３】
　該プロセッサにおいて、たとえばクォーツ５を有する電気または電子振動子は、分周回
路および制御要素６を備えることができる。プロセッサはてんぷを固定する装置の作動を
制御し、該装置はてんぷ１を固定したり解放したりすることができ、またてんぷと時計機
構の駆動部品との間に配置される他の移動部材を固定したり開放したりすることができる
。てんぷ１を固定したり解放したりする各半回転は、再開に最適な位置に制御される。固
定したり開放したりする時間の合計は一定の時間間隔を有し、その正確さはプロセッサに
より規定され、表示機構に適したものである。
【００６４】
　プロセッサの制御の元に作動したり停止したりするものであれば、どのような秒停止装
置であっても、本発明を実施することができる。
【００６５】
　しかしながら、秒停止装置としては、てんぷを特定の位置、特にひげぜんまいが装着さ
れる位置に停止させることができる装置が好ましい。それにより、てんぷを再開するため
に、秒停止装置を解放状態にしておく時間を制限することができる。
【００６６】
　てんぷをどの位置に固定するにせよ、固定装置が再度固定される前の解放状態にある所
定の時間に実行されるてんぷの動作量には疑いが残る。
【００６７】
　図２に、作動方法の一実施例を示す。
　この例に関して、後述のステップが繰り返される。
　可動要素は初期の状態では固定されていると仮定する。
【００６８】
　第１ステップ５１０において、固定装置は固定状態から解放状態に移行する。それによ
り、可動要素は動き始める。特に、てんぷはひげぜんまいにより動かされる。この変化は
、たとえばアクチュエータ６が接合部８を動かし、特に可動要素から接合部８を離すこと
により、もたらされる。図１において、接合部８はたとえば右方向に移動される。この動
きは、板４１に対する板ばねの動きを伴うことができる。板ばねはそれにより第一接合部
と接触しなくなり、てんぷが動き始める。図１において、第一接合部は板ばねの下を通過
する。
【００６９】
　第２ステップ５２０において、時間計が初期化される。
　第３ステップ５３０において、時間計が開始される。
　第４ステップ５４０において、時間計が所定時間タイム１に達したかどうかを判断する
。時間に達していない場合、ステップ５４０を繰り返す。時間に達している場合、第５ス
テップに進む。
【００７０】
　第５ステップ５５０において、固定装置は解放状態から固定状態に移行する。それによ
り、可動要素は接合部７および８が協同する所定の位置に達したと同時に固定される。接
合部８は板ばねを含むか、もしくは板ばねからなる。この変化は、たとえばアクチュエー
タ６が接合部８を動かし、特に接合部８を可動要素に向かって動かすことにより、もたら
される。その後、接合部８は左側に向かって移動し、たとえば図１に示す位置に戻る。こ
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触する位置まで、板ばねに向かって移動する。てんぷの慣性力により、第一接合部の動き
によって、第一接合部が板ばねの上を通過するまで板ばねは第一端４３から折れ曲がる。
第一接合部が板ばねの上に位置し第一接合部が板ばねに接触する位置まで戻ると、板ばね
はピン４４に支えられることにより弾性力を発揮しなくなるため、第一接合部は固定され
る。
【００７１】
　てんぷは、第一接合部が板ばねと接触している位置から解放されるものの、戻るときは
、２回の半回転が過ぎる間に脱進機２０から受けるエネルギーにより、この位置を超えた
位置に戻る。
【００７２】
　第６ステップ５６０において、時間計が所定時間タイム２に達したかどうかを判断する
。時間に達していない場合、ステップ５６０を繰り返す。時間に達している場合、ステッ
プ５１０にループする。
【００７３】
　固定状態から解放状態への変化は、一定時間間隔で行われる。
【００７４】
　機械振動子の固有周波数、特にてんぷとひげぜんまいの固有振動数は、本発明の実施例
においては比較的軽微な影響しかない。実際、この固有振動数は所定時間タイム２の逆数
より大きければそれでよい。そのため、１秒および１分と同一の所定時間タイム２の数値
に関して、振動子の固有振動数はそれぞれ１Ｈｚおよび０．１７Ｈｚより大きくなければ
ならない。
【００７５】
　本発明に関して上述した通り、可動要素は、可動要素が一振動する毎に固定されるか、
可動要素が一往復振動する毎に固定されるのが好ましい。この意味において、タイム１は
可動要素の固有振動より短くなければならない。
【符号の説明】
【００７６】
１　　　可動要素
２　　　枠
４　　　装置
５　　　プロセッサ
６　　　アクチュエータ
７　　　第一接合部
８　　　第二接合部
２０　　時計脱進機
４１　　板
４２　　板ばね
４３　　第一端
４４　　ピン
４５　　第二端
１００　時計調整システム
２００　時計機構
３００　ムーブメント
４００　時計
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